
　
ご
み
を
野
外
焼
却
（
以
下
、

野
焼
き
）
す
る
と
、
悪
臭
や
煙
、

す
す
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
有

害
物
質
が
発
生
し
、
広
範
囲
に

悪
影
響
が
及
び
ま
す
。
例
え
ば
、

煙
や
臭
い
に
よ
っ
て
気
分
が
悪

く
な
る
な
ど
の
症
状
が
出
た
り
、

洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
た
り
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
野
焼
き
は
一
部
の

例
外
を
除
き
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
し
た

場
合
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
度
も
「
近
所
の
人
が
何

か
燃
や
し
て
い
て
困
っ
て
い

る
」
と
い
う
相
談
が
多
数
あ
っ

て
い
ま
す
。
ご
み
の
野
焼
き
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を

営
む
た
め
に
必
要
な
刈
り
草
の

焼
却
な
ど
は
、
例
外
と
し
て
野

焼
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
焼
却
す
る
場
所
や
時
間
、

風
向
き
に
は
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
タ
イ
ヤ
や
農
業

用
を
含
む
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
絶
対
に
焼
却
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
は
、
近
隣
住
民
の
生

活
環
境
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
住
民
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
中

ク
、
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
道
路
や
海

岸
、
山
間
部
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
市
内
の
巡
回
お
よ
び
清

掃
、
一
部
自
治
会
に
不
法
投
棄

の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄

の
多
い
場
所
に
は
看
板
の
設
置

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、

市
民
や
自
治
会
、
郷
づ
く
り
お

よ
び
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
っ
て
片
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー

を
守
り
、
ご
み
を
決
ま
っ
た
場

所
に
き
ち
ん
と
捨
て
る
こ
と
で
、

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
う
み
が
め
課
窓
口

で
は
、
市
内
公
共
エ
リ
ア
の
清

掃
活
動
の
際
に
使
用
で
き
る
ご

み
袋
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
の
際
は
、
市
う
み
が
め
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
不

法
投
棄
を
目
撃
し
た
と
き
は
、

直
接
注
意
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

う
み
が
め
課
や
警
察
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

環境
掲示板
環境
掲示板
　市ではSDGsの考え方を踏まえた
環境保全に取り組んでいます。この
コーナーでは、市民の皆さんの生活
に身近な、ごみや動物、環境に関す
ることをお知らせします。

問い合わせ　
市うみがめ課☎62・5019

ご
み
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

止
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
野
外
焼
却
に
よ
る
影
響
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
自
然
環
境
、

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
と
は
、
ご
み
を
適

正
に
処
理
せ
ず
、
違
法
に
捨
て

る
行
為
の
こ
と
で
す
。
不
法
投

棄
は
法
律
に
よ
っ
て
、
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
1
千
万
円
以

下
の
罰
金
と
、
非
常
に
重
い
罰

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
菓
子
の
袋

や
空
き
缶
な
ど
、
少
量
の
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
に
な

り
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
空
き
缶
や
マ
ス

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す

▲市内で不法投棄されていたごみ

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
福

津
市
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

ん
で
い
る
」「
こ
れ
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
も
う
」
と
い
う
こ
と
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
す
る
事
業
所
や

団
体
、
学
校
に
対
し
、
宣
言
書
を

渡
し
ま
す
。
ま
た
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
の
広
報
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
支
援
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
い
う
か
た
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

講
座
（
出
前
編
）「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

ま
ち
づ
く
り
」
に
て
説
明
し
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
の
事
業
所
や
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体
・
学
校

受
付
方
法
　
応
募
要
件
や
提
出
書

類
、
受
付
期
間
な
ど
、

詳
し
く
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
４
３
・
８
１
２
１

　このコーナーでは、
持続可能で、誰もが幸
せなまちづくりの実現
に役立つ情報を掲載し
ています。

のまちづくり
みんなで取り組もう

幸せ

市
内
の
事
業
所・団
体・学
校
の
皆
さ
ん

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」し
ま
せ
ん
か

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
2
0
1
5
年

9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
2
0
3
0
年
ま
で
に
達
成
す

べ
き
世
界
共
通
の
目
標
の
こ
と
で

す
。「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
17
の
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
2
0
1
9
年
7
月
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
都
市
の
モ
デ
ル

と
し
て
、
内
閣
府
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
ば
れ
ま
し
た
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、
17
の

目
標
を
経
済
・
社
会
・
環
境
の
３

側
面
か
ら
捉
え
、
新
し
い
価
値
創

出
を
市
の
未
来
の
た
め
に
見
い
出

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
S
D
G
ｓ
に
対
す
る
姿

勢
や
取
り
組
み
を
「
S
D
G
ｓ
宣

言
」
と
し
て
発
信
し
て
い
る
団
体

が
全
国
で
増
え
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
と
は
、
事
業
所
や
団
体
、

学
校
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ

と
を
公
表
す
る
こ
と
で
す
。
宣
言

す
る
こ
と
に
基
準
は
な
い
の
で

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
も
う
」
と

思
え
ば
、
自
ら
宣
言
す
れ
ば
よ
い

も
の
で
あ
り
、
そ
の
公
表
方
法
、

取
り
組
み
方
は
自
由
で
す
。

▲SDGｓ17の目標のロゴマーク

　このコーナーでは悪質商法や商品事故など実際
に起きている、消費生活における問題事例を紹介
しています。消費者被害は決して他人事ではあり
ません。迷ったり、困ったりしたら、一人で悩まず、
ぜひ相談してください。

　夫が亡くなり葬儀を行うことになりましたが、出
席者は家族のみで10人。葬儀社から、新型コロナ
対策のため、三密を避けて、中ホールを使うと言わ
れました。家族葬の部屋よりかなり高額になります。

　普段でも葬儀では費用に関するトラブルが多く
見られます。コロナ禍の感染対策などで、通常では
かからない費用がさらに追加される場合がありま
す。
　葬儀社との打ち合わせは喪主だけではなく、親族
などと複数人で行い、申し込む前に見積書で納得で
きる内容や費用なのかをよく確認しましょう。出席
者が少人数でも、コロナ禍では三密にならないこと
や、衛生管理などは重要です。葬儀社の感染対策と
ともに、自分自身でできる対策も万全にしましょう。
問い合わせ　市消費生活相談窓口☎43･8106（毎週月
曜･水曜･金曜日の午前9時～午後4時）
※県消費生活センター☎092･632･0999でも、随時相談
を受け付けています

コロナ禍で家族葬が高額に！相談事例

見積書の内容をよく検討して！アドバイス

消費生活相談
迷ったら一人で悩まず相談を！相談事例

「通電火災」を防ぐポイント
か

問い合わせ　市防災安全課☎43・8107

　もしも突然の集中豪雨に襲われたら・・。もし
も大きな地震が起きたら・・。あなたや家族は大
丈夫ですか。発生時間が夜中や通勤中だった場合
はどう行動しますか。被害を減らすためには、災
害を正しく理解し、備えることが大切です。

　地震時の火災で注意したいのが「通電火災」です。
これは大規模地震などに伴う停電が復旧する際に
起こる火災です。倒れた電気器具に通電して周囲の
ものに火がついたり、ガスが漏れている場所で電気
器具に通電して発火したりします。
　「通電火災」を防止するために次のことを心掛け
ましょう。

持
袋 福津防災 備えあれば

憂いなし！

大きな揺れの後は、念のため使用中の電
気機器類のスイッチを切りましょう

避難するときは、電気ブレーカーを落とし、
ガスの元栓を閉めましょう

地震後に機器を再利用する際には、ガス
漏れや配線機器の損傷の有無などの安全
確認をしましょう

広報ふくつ9




